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 ２０世紀に入ってまもなく西欧で花開いた近代建築の表現は、やがて世界の他
地域にも広がって大きな影響を及ぼしていき、遠く離れた東アジアの日本におい
ても受容が進んだ。外来の新しい建築表現と、日本固有の文化や伝統との葛藤が
ここでもうかがわれたが、第二次世界大戦の敗戦で疲弊したこの国が１９５０年
以降に実現させた目覚ましい経済復興を背景に、世界に対して、逆に注目すべき
建築や都市のあり方を問い直すまでに表現活動は急成長を遂げる。  
 メタボリズムとは、こうして日本人たちが世界に名を馳せる近代建築家として
登場するようになった時代の到来を告げる代表的な建築運動であり、斬新な意匠
や、あるいは新陳代謝を通じて成長する有機体として建築を捉えようとした独特
の理論が以後、盛んに国内外を通じて検討されたのである。  
 ただ、これまでメタボリズムに関しておこなわれてきた研究は、新奇な建築意
匠の解釈や美学上における単なるスタイルの相違などに論点が傾きがちであり、
また都市理論、並びに提案として図化された作品に直接影響を与えたと思われる
当時の社会経済の基盤との関係を深く探る作業などは、たびたび軽視されてきた。
日本文化との連関も、どちらかと言えば、皮相的に扱われる場合が少なくない。
一方、いくらかの時代を経て、往時の建築作品に余裕を含みつつ向き合うことが
可能となった今日、あまりにも楽観主義に彩られた運動ではなかったかという、
より本格的な見直しの機運も訪れようとしている。  
 本論文は、メタボリズムを巡るこうした研究の現状を踏まえ、主として戦後に
おける日本の都市システムで見られる変化のプロセスや、外国からもたらされた
建築理論の援用、また日本の都市計画に当時、強いられていたはずのさまざまな
時代的な限界に焦点を当て、特に繰り返し検討がなされた日本の首都東京の湾岸
部計画案を典型例として捉え、これにもっぱら対象を絞って、メタボリズムが影
響を与えた社会文化的な内容の追究をおこなった論考である。この点は、本論文
の目覚ましい成果として特筆される。  
 
 本論文は序論、６章で構成される本論、及び結論からなり、末尾には初期のメ
タボリズムのメンバーであった３名に本論文執筆者が直接インタビューを試みた
結果を付章として収めている。  
 序論では本研究の主題を述べてその目的を挙げ、さらに日本国内で発表された
論考、また諸外国の研究者たちによって進められてきたメタボリズムに関する既
往研究を吟味し、要約して紹介するとともに、本論文で展開した新たな研究視点
を記している。  
 本論の第１章においてはまず、前衛建築運動として海外にも名高いメタボリズ
ムの起源について触れ、１９６０年に東京で開催された世界デザイン会議（ The 
World  Des ign Conference）の際にマニフェストとして出版された建築都市理論の
再解釈を試み、その理論で強調された生命体としての建築あるいは都市の永続的
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な変転や繰り返しという考え方の範疇には仏教哲学の伝統がうかがわれること、
それ故にいくぶん特殊な様相を呈する日本文化の背景が隠されていることを改め
て指摘し、その重要性について記している。本論文執筆者の姿勢が強く打ち出さ
れている章である。  
 第２章では、近代における日本の建築とアーバン・デザインの歴史的な発展に
関して概観し、特に戦後の建築活動と、これと連動した都市計画の展開に焦点を
当てている。特に、組み立て式住宅の創案と工夫、また家の部品化と工業生産の
導入による量産化に重点を置き、１９５０年代に建てられた最も代表的な建築作
品によって目指された表現を考察している。さらに、メタボリストたちのグルー
プにおける理論的指導者としての建築家・丹下健三の主な業績と、彼が活躍して
いた時期に日本建築の未来像はどのように透かし見られていたのか、そこでうか
がわれる建築原則の展開にも光を当てている。  
 第３章では、高度成長期に至った時の日本の都市計画の動向と、発展した諸都
市の姿を概観し、１９６０年代に頂点に達した劇的な変化を、「東海道メガロポリ
ス」を代表的な例として取り上げながら論述がなされている。１９世紀後期に始
まる日本の近代的な都市計画の伝統と、ヨーロッパから日本国内へ導き入れられ
た方法論とを比較検討し、日本で起こった社会経済の変化の概略が論述され、続
く本論後半部への理論的基礎となるべきものが端的に築かれている。  
 第４章では、日本におけるアーバン・デザインの最も革新的な時期として捉え
られる１９５０年代後半の、東京湾での人工地盤や埋め立て計画を扱っており、
水面利用の提案と沿岸の構造物の配置、また海上都市にまで至る大きなテーマの
普及が考察される。この時期における首都東京の再開発のため、日本国政府によ
って推進・立案された首都圏整備計画案と並行し、民間の建築家たちや都市計画
家たちが提案したさまざまな湾岸地区のプロジェクトの分析がおこなわれ、それ
ぞれの長所や目的とされていた内容、及び問題点が詳細に述べられている。  
 第５章においてはメタボリズムに属していた建築家たちによって提示された都
市計画理論と、彼らが抱いていたと想定される近代都市に対する展望を具体的に
取り上げ、多くの図面資料を用いながら詳しく論じている。菊竹清訓による「海
上都市」、槇文彦の提案による ”Linkage Theory”と ”Col lec t ive  Forms”、また黒川紀
章が設計案として示した「線状都市」が具体例として挙げられ、彼らの都市理論
と都市に対する概念がヨーロッパやアメリカから伝わってきた理論とどのように
繋がり、また背反するのかを、仔細に検討した点が高く評価される。近代主義の
原則の危機が叫ばれ始めた中で、欧米の理論との類似点とともに、単純化し過ぎ
てしまったための欠点を補おうとした努力と限界を示している。  
 第６章においては、メタボリストたちによって提案されたプロジェクトを含む
１９６０年代の主な建築動向である ”Megas t ruc ture”が取り扱われている。機能主
義によって奨励された最初の都市モデルから、都市問題を解決することを狙った
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建築のプロトタイプの提示、そしてそれらが失敗していると思われる点を追究し、
メタボリズムの及ぼした全体的な影響が総括的に探られている。従来は意匠とし
てのみ評価されがちであった作品群を、社会学的な分析も併せて把握した点が注
目される。  
 結論では各章で得られた考察結果を総括し、新たに得られた知見を簡潔に論じ
ている。  
 
 １９５８年から１９６４年までは、メタボリストたちのグループにとっては最
も創造的な活動を持続した時期であり、日本の経済成長と東京湾の埋め立て地の
開発、人工地盤の造成など、日本の新たな産業の出現と東京湾沿岸への工学技術
の応用が重なった時代でもあった。都市の継続的な発展によって生じる数多くの
問題は、伝統的な都市計画の方法論の援用だけでは統制が困難であるが、「海上都
市」や ”Megas t ruc ture”といったアイデアは、これらを解決するための先端性を備
えた実験的な方法であると当時はみなされ、それ故にこのテーマは政府や建設産
業界に興味を抱かせた。  
 メタボリスト・グループが成功を収めたもうひとつの要因は、当時の都市の危
機に応じた Mega-Ci ty の新たなモデルを作ることに貢献した点にある。メタボリ
ズムの主たる功績とは、建築と都市の近代理論の有効性と独創性を鋭く検証した
だけではなく、特に戦後の日本の現実を述べたメタボリストたちの多くの出版物
によって、それを国際社会に広く知らせたことにあり、東京湾を巡る計画案を例
に取りながらそれを明らかに示した点が本論文の大きな成果である。  
 以上、本論文は近代日本における建築と都市に関する歴史研究に大きく寄与す
る論考であり、博士（建築学）の学位論文として価値あるものと認める。  
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